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［特集］

災害監視無人機システム

空飛ぶカメラで
すばやく情報をキャッチ
［研究現場から］
その1
ジェットエンジンの高性能化
を支える耐熱冷却技術
その2
超音速インテークの
設計技術に関する研究



空飛ぶカメラで
すばやく情報をキャッチ

図1　電動小型固定翼無人機 図2　飛行船型無人機

発災後の速やかな情報収集に



災害監視無人機の運用イメージ

無人航空機へのニーズ

固定翼型無人機 飛行船型無人機
観測可能時間 １時間 ６時間
飛行速度 時速90km 時速50km
初動時間 即時 30分以内
最低運用人数 １名 ２名

図 3　災害監視無人機の性能案



実現にはあとどんな技術が必要か？

図4　1.2GHz映像伝送装置による送信画像（飛行船無人機）
　　  アンテナから15km離れた地点の上空で撮影した画像（左）を、リアルタイム受信することに成功。

アンテナ



安全基準策定への取り組み

図5　固定翼無人機に搭載した
カメラで高度110ｍから
撮影した画像
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ジェットエンジンの高性能化
を支える耐熱冷却技術

耐熱冷却技術とは

高温に耐える冷却技術

数値解析による温度分布予測

燃焼器

コアエンジン

ファン 圧縮機

高圧
タービン

低圧
タービン

空気

空気

ジェット

図１　ジェットエンジンの構造 図２　タービン翼と冷却構造概念図



耐熱材料の耐久性を評価する

図５　バーナーリグ試験と耐熱材料組織変化図４　流体・熱伝導連成数値解析の例
　　　（温度分布）

図３　冷却構造実験模型と
　　　表面温度（合成）

高効率化でCO2 削減

高温化セクション
（後列左から）藤沢良昭、三村富嗣雄、福山佳孝
（前列左から）熊谷隆王、山根　敬、松下政裕



超音速インテークの
設計技術に関する研究

亜音速旅客機とは大きく違う
エンジンの空気取り入れ口

空気の供給バランスが大切

図１　静粛超音速研究機の概要

インテーク

エンジン

図２　インテークにより供給される流れの様子 図３　エンジンとインテークの流量バランス

段階的に減速・圧縮
エンジンへ流れを乱さないための流路・装置
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超音速機ならではの工夫が必要
図５　風洞試験の様子

衝撃波により
段階的に減速・圧縮

➡
エンジンへ

図４　設計マッハ数 1.6 における
数値計算結果例（マッハ数
分布、形状は図２に対応）

推進システム技術セクション
（左より）水野拓哉、渡辺　安、小島孝之



Interview「夢を飛ばす人々」Vol.9

有薗　仁
構造材料技術セクション

大学院では航空宇宙工学を専攻
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風洞試験模型に対応したシミュレーション結果の図。驚くこと
に、飛行中の機体は空気の力で変形します。

基本形状



Interview
夢を飛ばす人々

Vol.9

私たちも初飛行を
心待ちにしています
この機会に知って欲しい
飛行機を作るのに必要なあんなことやこんなこと。
それを支えるJAXAの技術。 国産旅客機チーム

青木雄一郎●有薗　仁

青木雄一郎
構造材料技術セクション
大学院では機械工学を専攻
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『航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス』

  静粛超音速研究機  尾翼とジェット排気の干渉試験を実施
　静粛超音速研究機開発の初期段階における検討作業の一環として、エンジンの
ジェット排気を模擬した風洞試験を 6.5m× 5.5m 低速風洞において開始しました。
この機体はエンジンを機体の上方に配置していますが、このようなエンジン配置の
経験は少なく、ジェット排気が尾翼およびその周辺へ干渉することで、機体の空力
特性へどのような影響を及ぼすかを正確に把握することが重要です。本風洞試験は、
この効果を評価するとともに、必要となる試験技術の確立および問題点の抽出を目
的として実施されるものです。
　供試体は、静粛超音速研究機の12%模
型で、高圧空気をノズルから排出し、ジェッ
ト排気を模擬しています。エンジンを機
体の上方に搭載することは、NASAなど
でも提案されており、離着陸時の騒音低
減を考慮した、静かな超音速旅客機のコ
ンセプトです。なお、本風洞試験は、風
洞技術開発センターへの委託研究として
実施されています。 （超音速機チーム）

  日本の航空発祥の地・所沢で未来の航空機開発を語る
  「タウンミーティング in 所沢」開催報告
　JAXAは７月 27日、所沢航空発祥記念館（埼玉県）において同館との共催で「第
27回 JAXA タウンミーティング in 所沢」を開催しました。タウンミーティングは、
宇宙航空研究開発について市民の皆さまと JAXAが意見交換を行う場で、今回は 71
名の方にお越しいただきました。
　当日は、石川隆司理事の「40 年ぶりの国産旅客機実現に向けての JAXA の技術
協力」、大貫武超音速機チーム長の「誰
もが乗れる静かな超音速旅客機を目指し
て」の話題提供をもとに、参加者の皆さ
まと活発な意見交換がなされました。国
産旅客機と超音速旅客機開発への期待、
関心の高さなどを伺うことができました。
　今後の開催予定については、ホーム
ページをご覧ください。
（http://www.jaxa.jp/townmeeting/）


